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当
初
の
計
画
と
、閉
鎖
に
至
っ
た
経

緯
を
伺
い
ま
す
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
村
母
子
寡
婦
福
祉
会
が
社
会
福
祉

協
議
会
の
支
援
を
受
け
、会
員
雇
用
の

場
と
し
て
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、集
客
人
数
や
立
地
、営
業
ス
ペ
ー
ス

等
の
諸
問
題
に
よ
り
採
算
が
取
れ
な
い

と
の
こ
と
で
、
運
営
希
望
者
が
お
ら
ず

閉
鎖
に
至
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
閉
鎖
か
ら
１
年
半
経
過
し
ま
し
た

が
、
再
開
に
向
け
て
村
内
の
社
会
福

祉
法
人
や
就
労
支
援
事
業
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
の
活
用
や
、働
く
意
欲
の

あ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
等
へ
優
先
的
に

公
募
を
か
け
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
現
在
会
議
室
と
し
て
使
用
し
て
い

る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
福
祉
関
係

団
体
、特
に
村
内
の
福
祉
事
業
者
等
の

福
祉
行
政
の
向
上
を
図
る
観
点
か
ら
、

希
望
す
る
関
係
者
と
の
使
用
に
つ
い
て

の
協
議
は
可
能
か
と
考
え
ま
す
。

　
　
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
さ
れ
た
目
的
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
主
に
赤
土
流
出
発
生
源
の
調
査
、あ

と
森
林
病
害
虫
の
調
査
、
農
地
利
用

状
況
調
査
な
ど
の
現
場
確
認
に
活
用

す
る
と
い
う
こ
と
で
導
入
し
て
ま
す
。

　
　
ド
ロ
ー
ン
の
操
縦
に
は
正
式
な
免

許
は
必
要
な
い
で
す
が
、
職
員
が
使

用
す
る
に
当
た
っ
て
、
安
全
面
上
、
操

作
技
術
や
基
本
的
な
知
識
が
求
め
ら

れ
ま
す
。操
作
技
術
等
の
向
上
に
対

し
て
、ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
購
入
時
に
１
回
専
門
員
か
ら
の
技

術
指
導
は
受
け
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

後
は
指
導
も
、
講
習
等
も
受
け
て
い
な

い
の
で
、
今
後
は
専
門
的
な
技
術
指
導

や
講
習
と
い
う
の
は
継
続
し
て
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
そ
の
他
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、村

陸
上
や
祭
り
等
の
村
内
行
事
の
上
空

写
真
と
か
映
像
な
ど
を
撮
影
し
て
、

情
報
発
信
な
ど
に
有
効
活
用
が
で
き

な
い
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
通
常
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
け
る
飛
行
に

つ
き
ま
し
て
は
、
安
全
対
策
及
び
必
要

な
許
認
可
等
が
得
ら
れ
て
い
れ
ば
十
分

活
用
で
き
ま
す
。

　
　
不
法
投
棄
等
の
状
況
調
査
、
現
場

確
認
等
に
利
用
で
き
な
い
か
。

　
　
農
林
水
産
課
長
　宮
平
　覚

　
　
不
法
投
棄
等
の
調
査
に
つ
い
て
は
、

今
の
と
こ
ろ
ま
だ
実
績
は
な
い
が
、やっ

ぱ
り
空
か
ら
見
る
と
い
う
こ
と
で
、
そ

の
辺
に
も
十
分
対
応
、
活
用
で
き
る
も

の
と
思
って
ま
す
。
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山
田
　政
幸
　議
員

喫
茶
う
ん
な
ナ
ビ
ー
に
つ

い
て

ド
ロ
ー
ン
の
有
効
活
用
に

つ
い
て

喫茶うんなナビー
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前
兼
久
自
治
会
の
村
民
税
過
去
５

年
間
で
、
１
１
５
万
９
千
６
百
円
、
固

定
資
産
税
１
５
２
８
万
７
千
９
百
円
、

自
治
会
は
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
窓
口
で

あ
り
、
諸
事
情
は
察
し
て
ま
す
が
減

免
で
き
な
い
か
。

　
　
税
務
課
長
　親
泊
　誠

　
　
減
免
規
定
に
当
て
は
ま
ら
な
い
た
め

課
税
を
し
て
ま
す
。

　
　
過
去
に
宇
加
地
公
民
館
建
設
に
当

た
っ
て
、
前
村
長
は
、
固
定
資
産
税
を

軽
減
さ
れ
た
。減
免
取
扱
要
綱
第
２

号
ク
の
そ
の
他
に
該
当
で
き
な
い
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
自
治
会
の
公
益
性
を
鑑
み
、法
律
の

範
囲
の
中
で
適
正
な
減
免
措
置
が
可

能
で
あ
る
か
検
討
し
た
い
。

　
　
高
齢
者
に
よ
る
運
転
免
許
の
返
納
、

障
害
者
や
高
齢
者
が
買
い
物
等
を
し

た
く
て
も
、
交
通
費
の
負
担
が
増
え

悩
み
を
抱
え
て
い
る
が
、支
援
策
は
な

い
か
。

　
　
福
祉
課
長
　長
浜
保
治

　
　
高
齢
者
や
経
済
的
理
由
に
よ
る
買

い
物
支
援
に
つ
い
て
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
方
策
し
か
現
在
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　
　
皆
さ
ん
が
目
指
し
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
、
誰一人
取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実

現
を
、
交
通
弱
者
の
た
め
に
実
証
実

験
等
検
討
で
き
る
か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
バ
ス
と
の
関
連
も
あ
り
、現
在
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
計
画
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
　
村
内
外
の
職
員
数
、
村
外
職
員
市

町
村
別
数
、住
居
・
通
勤
手
当
決
算
額
、

住
居
手
当
・
通
勤
手
当
上
限
額
、
通

勤
距
離
に
つ
い
て
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
村
内
６２
名
、村
外
７２
名
、う
る
ま
市

３０
名
、
読
谷
村
１８
名
、
沖
縄
市
１０
名
、

金
武
町
４
名
、宜
野
湾
市
４
名
、名
護

市
２
名
、北
谷
町
２
名
、北
中
城
村
１

名
、
南
城
市
１
名
。住
居
手
当
令
和
元

年
度
決
算
額
は
１
７
６
６
万
２
千
円
、

村
外
が
１
２
０
０
万
７
千
３
百
円
。通

勤
手
当
１
１
０
８
万
４
千
２
百
円
、
村

外
が
８
１
９
万
９
千
円
。住
居
手
当
支

給
上
限
額
が
、２
万
８
千
円
、
家
賃
が

６
万
１
千
円
。通
勤
手
当
の
距
離
及
び

支
給
上
限
額
は
３
万
１
千
円
で
片
道

６０
キ
ロ
ま
で
。

　
　
職
員
が
村
内
に
移
住
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
緊
急
時
の
対
応
、地
域
の
活
性

化
等
、様
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

村
と
し
て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
。

　
　
総
務
課
長
　山
城
雅
人

　
　
職
員
に
お
願
い
を
し
、
理
解
を
し
て

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
け
れ
ば
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
　
人
事
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

村
外
に
住
ん
で
い
る
職
員
が
村
内
に

居
住
し
た
場
合
、
別
枠
で
努
力
し
た

と
い
う
こ
と
で
評
価
点
に
加
点
で
き

な
い
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
今
の
時
点
で
は
厳
し
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
村
産
品
の
優
先
使
用
及
び
村
内
企

業
優
先
発
注
に
対
し
、
職
員
は
こ
れ

ま
で
ど
う
対
処
し
て
き
た
の
か
。

　
　
建
設
課
長
　屋
良
朝
也

　
　
請
負
工
事
で
は
特
記
仕
様
書
に
、下

請
業
者
の
村
内
企
業
優
先
活
用
を
す

る
よ
う
に
記
載
を
し
て
ま
す
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
各
課
へ
の
回
覧
等
を
含
め
村
産
品

の
活
用
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
や
っ
て
い

き
た
い
。

　
　
村
内
の
大
口
需
要
先
の
企
業
や
地

域
住
民
に
対
し
て
も
地
産
地
消
、
村

内
企
業
優
先
使
用
で
、
ど
う
周
知
し

て
き
た
の
か
。

　
　
商
工
観
光
課
長
　山
田
俊
幸

　
　
村
広
報
誌
並
び
に
広
報
無
線
等
を

通
し
て
周
知
を
行
って
い
る
。

　
　
今
後
恩
納
通
信
所
の
跡
利
用
も
ホ

テ
ル
が
建
築
さ
れ
、
仲
泊
の
公
民
館

も
発
注
さ
れ
ま
す
。ど
う
対
処
す
る

の
か
。

　
　
村
長
　長
浜
善
巳

　
　
村
内
の
事
業
者
の
代
表
者
と一緒
に

な
っ
て
、
事
業
所
に
出
向
い
て
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
し
て
き
た
。通
信
所
跡
の

ほ
う
に
も
、
村
産
品
奨
励
、
村
内
事
業

者
優
先
を
徹
底
し
て
ほ
し
い
と
言
い
続

け
て
い
こ
う
と
思
って
ま
す
。
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山
城
　良
一
　議
員

自
治
会
へ
の
村
民
税
、
固
定

資
産
税
の
減
免
に
つ
い
て

交
通
弱
者
へ
の
支
援
策
つ

い
て

村
内
企
業
へ
の
優
先
発
注

及
び
村
産
品
優
先
使
用
に

つ
い
て

定
住
促
進
に
つ
い
て


